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 解 説  

 

１．委託生産先の移管 

本ケースのような縫製品においては、「流行の移り変わりが速く、機械による自

動化が難しい（相当数の人手が必要）」という特性により、委託先として人件費が

安価な国・地域が選ばれる傾向があります。 

従前、生産拠点が多く集積していることから中国が「世界の工場」と呼ばれて

いましたが、近年、人件費が安価なことを背景として、ベトナムなどに生産拠点

を移管する動きが見られます。 

 

２．委託生産先変更のポイント 

(1) 委託生産先の選定・交渉 

・相手先企業は、適切な製造・貿易等のライセンスを有しているか。 

・信用調査や過去の取引・支払実績等において、深刻な問題がないか。 

・委託者（日本側）、受託者（現地側）としての責任・権限を明確化できるか。 

(2) 追加コスト・人材確保の準備 

・人件費の安い国の企業を選定したとしても、コスト減につながるとは限らな

い（原材料調達または製品運搬等にかかる時間・費用が追加的に発生）。 

・品質の向上・安定のため、日本からの技術者派遣が必要なケースあり（継続

的に海外派遣人材を確保できるか） 

・少ロットについては現地企業にとっても収益上のメリットが小さいため謝絶

されるケースが多い。 

(3) 海外企業との取引にかかる各種リスク 

・品質、納期の変動リスク（初回取引が成功したとしても安心できない） 

Ｑ． 

海外で委託生産した文具関連の縫製用品を販売しています。これまで中国・広

東省の現地企業に委託していましたが、人件費の上昇によって、単価が年々上昇

しています。ベトナムへの移管を検討したいのですが、委託候補先をどのように

探せばよいでしょうか。 

 

Ａ． 

信金中金の現地銀行出向者が、訪問実績のある信用金庫取引先を委託候補先と

してご紹介するほか、委託先候補を調査する専門家をご案内することができま

す。委託加工先の選定・交渉、追加コストの有無等にご留意ください。 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 

続きを読む  

https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_03/26_VN_ProductionConsignment.pdf

